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福沢諭吉著『世界国尽』に関する一研究
-書誌学的調査-

源　昌久*

Ⅰ　はしがき

本稿は明治時代,最大の啓蒙思想家のひとり福沢諭吉

(1834 (天保5)-1901 (明治34) )の地理学に関する書

誌学的研究の第一報であり,筆者がこれまで空白であ

った明治地理学形成前史について発表してきた,志賀

重昂(1863 (文久3) -1927 (昭和2)) ,内村鑑三(1861

(文久元) -1930 (昭和5)) ,矢津昌永(1863 (文久3)

-1922 (大正11) ) ,山上万次郎(1868 (明治元) -

1946 (昭和21) )等の論考に続くものである.なお,

今回の研究は,福沢の地理(学)関連著作の内, 『世

界国尽』 (1869(明治2)午)をとりあげ内容を調査･検

討し,その原拠本の確定を主目的とし,今後発表する

本格的考察のための基礎的資料を提示することを試み

ている.従って彼の地理学体系およびそれが彼の思想

の内に占める地位についての発表は,後日に期したい.

筆者が『世界国尽』を論題としてとりあげた動機の

ひとつは,同書の内容が今日的意義を有していると考

えられるからである.本書は,明治初期に多数部(一

説に百万部)刊行され,国民との結びつきが非常に強

く,国民の国際理解を深め,地理的知識の向上を計っ

ている.現在,学校教育の場にとらわれない広い意味

での地理教育が一般国民にどれ程,密接な繋がりを持

っているのか.さらに,地理についての知識向上に努

力しているのか.本書の内容(表現を含めて)を考察

ナることは,現在の地理教育を検討する上で欠くこと

のできないものと思われたからである.

『世界国尽』を論じる前に,同書が出版された当時

の時代背景について少し触れてみたい.幕末,アメリ

カを始めとする列強の開国要求により, 1854(安改元)

午,江戸幕符はアメリカと和親条約を締結し,下田･
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函館2港を開いた.次いで.ロシア,イギリス,オラ

ンダとも和親条約が結ばれ,諸外国と国際関係を持つ

ことになり,二百年以上続いた鎖国政策解消の糸口が

開かれた. 1860 (万延元)午,日米条約批准交換のた

めに幕府は使節をワシントン-遣わした.この使節の

一員として,福沢は参加し,近代国家アメリカを直接

に見聞した.開国後,先進資本主義国家の欧米との貿

易が開始され,日本は世界市場に組み込まれ,経済の

大変動が引き起こされた.経済的:こも政治的にも遅れ

ていた日本では,植民地化されるのではないかという

危機感が生じてきた.このような状況の中,反幕府勢

力の増大に伴い徳川政権が崩壊-と進行し.明治維新

を迎えた.新政府は開国進取の方針で望み.国際社会

の一員として出発した時期であった.

ここで,福沢の地理(学)および地理(学)関連の著

作(翻訳に近いものも含む)の主要なものについてリ

スト･アップしてみよう. (タイトル等の書誌記述方

式は,後述のn. i. (2)および(5)の規則を準

用する. )

1) 『二万延元年アメリカハワイ見聞報告書]』 1860

(万延元)午

2) 『[西航記]』 1862 (文久2)午

3) 『[西航手帳]』 1862 (文久2)午

4) 『唐人往来』 (表紙) 1865(慶応元)辛

5) 『西洋事情』 (見返し) (初編)三冊本1866(磨

itこ2)午

6) 『 [慶応三年日記二』 1867(慶応3)午

7) 『西洋旅案内　付録万国商法』 (見返し)二冊本

1867(慶応3)午

8) 『条約十一国記』 1867(慶応3)午

9) 『西洋事情外編』 (見返し)三冊本1867(慶応3)

年[1868(慶応4)年]

10) 『<訓章>窮理図解』 (見返し)三冊本1868(明治
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元)辛

l]) 『掌中万国一覧』 1869(明治2)午

I2) 『<頭勢大全>世界国尽』 (外題)六冊本1869(明治

2)午

13) 『西洋事情二編』 (見返し)四冊本1870(明治3)

年

14) 『く砂嚢>手習の友』 (見返し)二冊本1871(明治
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15) (T<子供必用>日本地図草子』 1873(明治6)午

16) 『道中日記』 (表紙) 1889(明治22)午

上記の他に『学問のすすめ』等も地理学に言及して

いる箇所が見受けられる.このように,福沢の主たる

地理(学)および地理(学)関連の著作は, 1860年か

ら】873年頃までの】4年間にほぼ集中し, 『世界国尽』

揺,この14年間の半ばより後に刊行されたことが判る.

この期間iこ福沢は外国を直接.見聞する機会を3回

得ている.第1回目は,既述したとおり, 1860 (万延

元)午,日米条約批准交換のために幕府が使節をワシ

ントン八達わした際に,この使節の一員として参加.

第2回目は, 1865 (慶応元)年1月から12月までの

遣欧使節の随員としての体験であった.第3回目は,

1867 (慶応三)年1月から同年6月まで.幕府の軍艦

受取委員の一員として再度,渡米体験をした.渡米中.

福沢は地理書を含む学校用教科書を大量にしかも同じ

書物を複数分,購入した事実は注目すべきである.

福沢の地理学に関係した活動として, 1879 (明治12)

年4月,英国のRoyal G帥graphical Societyにならって設

立された東京地学協会の会員としての経歴が挙げられ

る.彼は,協会が発足以来, 4カ月余りで退社してい

る.退社理由について,石田(1969,p.7)は, "肌合い

からいっても合わなかったのであろう. "とし,辻田

(1975,p.ヱ94)は, "民主的な福沢は,貴族的･社交的

な協会の水に合わないことを自覚したのか, .　"

と記している.

なお,本稿中のタイトル,固有名詞,引用文は,本

誌の執筆要領に従い,出来る限り常用漢字を使用し,

変体仮名･異体字は通行の表記に改める,引用文の振

り仮名は,原拠に拠らず地名等,最少限度に止める.

タイトル中の二行割書,角書きは, <>内に入れ,小

ポイント活字で示す.引用文を慶応義塾編纂(1958-

1964) 『福沢諭吉全集』による場合は, 『全集』と略
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し,巻号はアラビア数字で示す.

Ⅱ　『世界国尽』

1.暮誌的調査

『世界国尽』は,福沢の著書のうちでも最も多くの

発行部数を有した書物のひとつであり,各種の版本や

偽版も出版された.ここでは本稿の底本とする『<頭身

大全>世界国尽』 (以下,書誌以外では『頭書』と略す)

およびF<泉′本>世界国尽』. 『領事素本>世界国尽』に

ついて書誌的事項を簡単))に記してみよう.

本書誌の書誌的事項の記載方法は次ぎの規則に従う.

(1)記載の順序は『 (総合)タイトル』,責任表示,

その版に関する事項,出版事項,対照事項.

各著作のタイトルがある場合は､ 『タイトル』,丁

数を記す.

(2)本文巻頭以外のタイトルを採用した場合には,タ

イトルのあとに( )で注記する.

(3)目次等で内容を知るために重要と思われた著作に

ついて㌻も　(内容)の項に記す.

(4)本の大きさの表示について,半祇判は半,大本の

半裁は中と記す.

(5) [ ]記号は定められた情報以外から得た言をや数

字を補記したい場合に使用する.

( )記号は説明を加えたり限定する場合に使用する.

/記号は原文で改行になっている場合に使用する.

なお.使用した書物は.慶応義塾福沢研究センター所

蔵のものである.

1) 『世界国尽』　6巻　福沢諭吉訳述　慶応義塾蔵

版　江戸　岡田屋嘉七　明治2(1869) (木版)半　6

冊

a. 『<頭杏大全>世界国尽　亜細亜洲　-』 (外題)序

文4丁　凡例3丁　目録2丁　本文17丁　折込色

彩地図[2 (東の半世界･西の半世界) (亜細亜洲) ]

面　慶応義塾蔵版目録1丁半

(内容)目録

-の巻　発端　亜細亜洲　同頭書図入

二の巻　阿非利加洲　同頭書図入

三の巻　欧羅巴洲　同頭書図入

四の巻　北亜米利加洲　同頭書図入

五の巻　南亜米利加洲　同頭書図入　大洋洲　同頭
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書図入

六の巻　地理学の総論　天文の地学　自然の地学

人間の地学

b. 『<頭%/大全>世界国尽　阿非利加洲二』 (外題)

本文16丁　折込色彩地図[1]面

c. 『<頭勢大全>世界国尽　欧羅巴洲三』 (外題)本

文33丁　折込色彩地図[1]面

d. 『<頭%/大全>世界国尽　北亜米利加洲　四』 (外

顔)　本文24丁　折込色彩地図[1]面

e. 『<頭卦大全>世界国尽　南亜米利加洲　大洋洲五』

(外題)　本文19丁　折込色彩地図[2]面

i. 『<頭書ノ大全>世界国尽　附録　六』 (外題)　本

文22丁　　奥付

2) 『世界国尽』　6巻　福沢諭吉訳述　慶応義塾蔵

版　再版ニ)江戸　岡田屋嘉七　明治4(1871)[明治

5(1872)]3>　木版)半　6冊

a. 『<頭勢大全>世界国尽　亜細亜洲　一　再刻』 (外

題)　序文4丁　凡例3丁　目録2丁　本文17丁

折込色彩地図[2]面

b. -e. 4>

f. 『<頭都大全>世界国尽　附録　六　再刻』 (外題)

本文22丁　慶応義塾蔵版目録【 1]丁　奥付

2-1) 『世界国尽』　6巻　福沢諭吉訳述　慶応義

塾蔵版　再版　江戸　岡田屋嘉七　明治4(1871) [明

治5(1872)]  (木版)半　合3冊

a. 『<頭卦大全>世界国尽　亜細亜洲/阿非利加洲巻

之-二　再刻』 (外題)　序文4丁　凡例3丁　目録

2丁　本文33丁　折込色彩地図[3]面

b. 『<頭各.大全>世界国尽　欧羅巴洲/北亜米利加洲

巻之三四　再刻』 (外題)　本文57丁　折込色彩地

図[2コ面

c. 『<頭卦大全>世界国尽　南亜米利加洲/大洋/附

録　巻之五六　再刻』 (外越)本文41丁　折込色

彩地図[2]面

3) 『世界国尽』5) 3巻　福沢諭吉著　江戸　福沢諭

吉　明治5(1872) (木版)中　合3冊

r<素/本>世界国尽　-』 (外題)本文37丁　折

込色彩地図[1 (東の半世界･西の半世界) ]面6)

b. r<素/本>世界国尽　二』 (外題)　本文37丁

c. f<m/本>世界国尽　三』 (外題)本文50丁(版

下書家の署名)

4) 『<真争寮本>　世界国尽』7)福沢諭吉著　福沢氏

版　明治8(1876)(木版)半1冊本文24丁半　奥

付

2. 『頭暮』の内容および表現上の特徴

本節では『頭書』の内容および表現上の特徴につい

て言及してみよう.

1)内容に関する特徴　本書は, Ⅲ-1. -1) -

a. (内容)で示したとおり.世界全体を地域別:こ日

本の属しているアジアを最初に述べ.次ぎiこアフリカ

-ヨーロッパ-北アメリカ-南アメリカ一大洋洲(オ

セアニア)の順に解説している世界地誌の書物であり,

かつ.手習い(習字) ･読方の役割をはたしている教

材でもある.学制発布(1872(明治5)午)以晩　下等′J､

学の地学読方､地学輪読の教科書として採用されてい

る.

本書の作法について福沢は, ｢-　比書は世間にあ

る翻訳書の風に異なれとも　　｣ (-の巻　凡例　第

五丁オ)と記し,欧米の地理書.歴史書のエッセンス

を集めて翻訳を行ったとしている. 『頭書』の刊行さ

れる前年(1868(明治元)午) 6月7日付の山口良蔵苑

の手紙中で福沢は, "‥.翻訳物も現金にて仕候‥ ‥

一　兵書,窮理書,地理書,舎密書,新聞紋の類.十

行二十字の訳書一枚に付代金壱両. " ( 『全集』 17, p.56.)

と記し,翻訳者として生計をたてる決意を述べている

8).この点からも明治初期には彼は翻訳を力をいれてい

たことがうかがわれる.さらに,筆者は, 『頭書』の

見返しに｢福沢諭吉塾塗｣ (筆者下線)と記載されて

いる点からも,本書を著書と言うよりも訳書に近い書

物と見ている.

始めに, 『頭書』六巻の内,筆者が地理学史研究上,

最も重要と見ている六の巻の特徴(内容面)について

述べてみよう. -の巻から五の巻までの内容は,挿絵

図付世界地誌で,六の巻の内容は,系統地理である.

六の巻では､ ｢地理学の総論｣で始まり, ｢天文の地

学｣ ｢自然の地学｣ ｢人間の地学｣の順に地理学を頭

書を付せずに解説している.地理学を三分野に分ける

方法は.名称および構成順序の違いを別にして, "江

戸時代に伝えられた1 7世紀の地理学以来共通'' (日

源
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本地学史編纂委員会, 1993, p.882)のものである.福沢

が系統地理を六の巻付録として位置づけている点は注

目すべきである.当時の英米版地理教科書は,管見の

限りでは,世界地誌の記述に入る前,つまり,冒頭の

部分において系統地理を説明している場合が多い.さ

らに, n-i. -3)�"4)で示したように, r<*/本

>世界国尽』 ･ 『<責字横本>世界国尽』は,六の巻を

付していない.上述の事柄は,次ぎのことを意味して

いるのではなかろうか.系統地理に関する記述は,也

理学を理解する上では,重要であり, -の巻から五の

巻の内容を理解する際の基礎的なバック･ボーンであ

る.しかし,それは.やや抽象的な側面も含み,明治

初期の本書の対象読者層(児童婦女子)にとっては,

理解しがたい部分を有している.そこで, -の巻の冒

頭において系統地理に関する記述を行うと,読者が地

理学アレルギーを引き起こす危倶を福沢は感じていた

のではなかろうか.当時の民衆に世界地理の知識を判

りやすく教えることが文明開化期の啓蒙地理書にとっ

て第一の任務であり,読者もそれを望んでいたので,

上記のような結果になったと思われる.

次ぎに, 『頭書』上梓の目的について見てみよう.

福沢自身が目的について序で, "専ラ児童婦女子ノ輩

ヲシテ世界ノ形勢ヲ解セシメ.其知識ノ端緒ヲ開キ.

以テ天下幸福ノ基ヲ立テントスルノ微意ノミ" (-の

巻　序　第一丁オ)と述べている.明治初期,内外の

社会情勢が激動する中,児童･婦女を対象に世界地理

を教えて,天下(国家)の幸福の基本になることが本

書の究極の目的である.

第三に,福沢が『頭書』中において資料･データを

いかに扱っているかを考察してみよう.本書は,往来

物の分類系の中においては,地誌型9)に属している.

同型で世界を記述対象としたものが盛んに刊行･編纂

されるようになったのは,明治以降のこと10)である.

本書は,他の地誌型往来物に比較すると,地勢,産物,

人口数等の地理情報(計数データを含む)を正確に,

詳細.'=記赦している.例えば, 『<童輩/持株>西洋往来』

(1868(明治元)年刊,作者不眠本文1 5丁) ll竹ま,

記載国の面積,人口数共に表記されていない.また,

『<銅版画入>　万国往来』 (1871(明治4)年札　四方茂平

著) 12)では,日本から他国-の航海上距離は記されて

いるが,記載国の面積,人口数,政体等については言

及されていない.

第四に, 『頭書』に見られる歴史的観点について記

してみよう.本文(-の巻から五の巻まで)および頭

書を調べて見ると,地理情報と併せて,歴史,特に.

記載国の18-19世紀の歴史.つまり,当時の近･

現代史(戦争史,建国史)が記されていることが判る.

明治初期から中期にかけて読まれた歴史教科書(原

書)の一冊である『パルリー万国史』 (Peter Parkりノ's

universal history, on the basis ofgeo卯why)�"(筆者下線)

が地理に基づく歴史書であるのとは対照的に, 『頭書』

は,歴史に基づく地理書と言えよう.地理情報と共に

当時の各国事情を記述することで,福沢が国家の成立

プロセスを紹介しながら,自国の新国家形成の理念お

よび将来像を理解させようとする意図を筆者は見出だ

す.なお,六の巻　｢人間の地学｣中で述べられてい

る政府の体政(三種:立君,貴族合議.共和政治)に

関しても.同様の理由から説明14)が加えられ穣削ごと

に多数の国が明記されている.

2)表現上の特徴　始めに.挿絵図(福沢は｢図｣と

表記)について見てみよう. 『頭書』に関する先行研

究資料を見ると.頭書部分(六の巻のみ本文)に掲載

されている木版刷の挿絵図に言及し,著者等はそれら

の挿絵図が内容の理解を深めかつ楽しく読み易くして

いることを指摘している.挿絵図は,正確に描かれ,

本文および頭書の解説に役立つように掲載されている.

山口(1992, p.55)は.自身の体験談で挿絵図の風景描

写の精確さを傍証する言葉として, 『頭書』の｢香港

の景｣ (-の巻　第五丁オ)に関連し,次のように述

べている.

ヴィクトリア･ピークを背景に香港島の市街を望むその

写真は,諭吉が『世界国尽iに掲げた:香港の景｣ (第

十三図)とほぼ同じ構図になった.

これらの挿絵図は,本書がベスト･セラーであった

ことも一因15)となり,場所のイメージを固定させる作

用をしたと思われる.つまり, 『頭書』の挿絵図は､

対象の地域･国々を代表するイメージを形作る上で貢

献し,明治以降,日本人のステレオ･タイプの海外に

関する景観イメージ形成に極めて影響が大きかったと

言えるのではないか.

挿絵図と頭書の説明は,本文の七五調で簡潔にまと

めた文章の理解:=役立つよう:=工夫されている.この

ような工夫は,江戸時代の往来物に見られるスタイル






